


























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































ｹ順項目数 聞書 無名書 大光伝
五十
ｹ順項目数 聞書 無名書 大光伝
五十
ｹ順項目数 聞書 無名書 大光伝
阿 30 1 14 15
? 69 2 20 47 武 18 1 1 16
伊 44 0 ll 33 都 10 1 2 7
? 10 0 1 9? 104 6 10 88 旦 48 0 3 45 ? 33 2 6 25
延 49 1 ll 37 登 74 2 17 55
? 25 0 6 19
涙 93 1 45 47那 26 1 5 20
? 6 2 1 3
加 44 1 14 29 爾 14 2 8 4
? 0 0 0 0
伎 23 0 3 20 奴 1 0 0 1 羅 19 0 6 13? 30 1 5 24 ? 48 0 3 45 理 26 2 5 19
氣 15 0 2 13 能 18 2 3 13 琉 9 0 0 9? 88 2 16 70 ? 62 0 23 39礼 27 3 5 19? 65 1 24 40 比 62 0 17 45
? 8 1 2 5
斯 81 2 25 54
? 49 3 2 44 和 10 2 1 7? 101 3 15 83 ? 77 0 22 55章 0 0 0 0
勢 69 4 22 43
? 151 0 32 119 ? 0 0 0 0? 24 0 7 17 麻 18 0 7 11 衷 0 0 0 0? 32 0 8 24 美 8 0 3 5 計 1818 49433 1336
この総数1818は，『北推聞略』言語篇の1500語，『北嵯聞略』と『環海異聞』のロシア語をまとめ
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た長谷川延年『魯西亜方言』の1530語と比しても多く，重複が存するにせよ，注目に値する。本文
中胡粉による訂正箇所が多くみられ，かつ篤胤の注も多数ある。
　上記出典のうち，〈無名書〉は今のところ未詳としておく。〈泌呂舎人聞書〉は『千島白波』中の
レザノブに関する記事のうちに語彙がまとめてあげられているものと一致する。よってレザノブに関
する資料のひとつがもととなったであろう。〈大光傳〉のほとんどは，松平定信に呈せられた語彙集
『魯西亜語類』（田辺安蔵編，寛政4年，1792）（注8）の語彙に一致する。この書は，ラクスマンのネモ
ロ来航時にいちはやく現地に趣いた幕吏により，光太夫らから採取された語彙をまとめたものであ
る。
　篤胤は江戸にあって，幕府にかかわる学者を介して3つの資料を入手し，その和魯の順にある語彙
をおのれの許で魯和の順に直し，かつ表記を変え，さりながらも出典を明示し，若干の注を加えて『魯
西亜語』上下2冊を成した。本文にはもとより，片仮名書きであるためにロシア語が誤写された例も
少なからず存するものの，基本資料をまとめあげた篤胤の研究ぶりは賞讃に値するであろう。
まとめとして
　文化露冠事件をきっかけとして篤胤も北方問題に意を用いた。それは文政10年の『千島白波』（注9）
に結実するとみるが，実の処，本書は直接的な警鐘の書ではない。文化年間の露冠事件からフェート
ン号事件を中心として元文の黒船やらハンベンゴロウ事件をも含め，公私の諸々の情報をきわめて詳
細に蒐集した，いわば実見者の資料集である。これらを読むことにより，世界にく我が皇國に比ぶべ
き美き國ハ無〉いことを思い弁え，〈己政とる身にし有ねバ。云う無きに似たれども〉心得るべきこ
ととして〈書集メ秘蔵〉したというのである。主として日本人側の日本語資料の集積であった。
　これに対し，本稿でとり上げたロシア語資料は，光太夫将来の資料から派生したものとフヴォスト
フ文書関係の資料を中心とする。前者では文字と音綴が学習され，後者では翻訳の試みの過程が示さ
れている。篤胤は後の『神字原』『神字日文伝』などの著作が示す通り，文字にはおおいに関心をもっ
たゆえ，ロシア文字についても学習し，ロシア文字による自署も行える域に迄達した。また当時あた
うる限りのロシア単語を蒐集して魯和語彙集をも編集し，おそらくはフヴォストフ文書の訳をも試み
たのではなかろうか。しかしながら，これは不可能であった。光太夫が，名村が，さらに加藤肩吾や
大槻らですら不読であった。片仮名書きのロシア語テクストに不備はなはだしい魯和語彙集の訳語を
漢文訓読のようにふりあてても，ロシア語の文章は解しえなかったのである。しかしながら，当時の
一般のロシア語学習の実状と資料の多くを示すこと，はからずも片仮名表記とはいえ当時最大限にロ
シア語単語が篤胤によって集められ一書とされたことはよく評価できるであろう。またロシアを知る
ために迂遠ともいうべき文字の学習から開始しようという篤胤の気慨は，正当な学問的態度であると
高く評することができる。篤胤のロシア語資料は光太夫以後　レザノブ直後馬場佐十郎・村上貞
助・ゴロヴニーン以前に，わが国のロシア語学習・研究史上，位置すると結論づけるものである。
［謝辞］本稿をなすに当たり，次の諸機関の貴重書等を閲覧しました。
　　　国立歴史民俗博物館，天理大学附属図書館，古河歴史博物館，國學院大學図書館
　　　また英文レジュメはProf．　M．　Petersenの校閲をえました。ともに記して謝意を表します。
注
1　平野満〈平田篤胤の蘭馨堂入門と蘭方医学研究〉「日蘭学会会誌」10巻1号，1985年10月。
2　国立歴史民族博物館「明治維新と平田国学」2004年9月25日；宮地正人編「平田国学の再検討（一）」国
立歴史民俗博物館研究報告　122集，平成17年3月。
3　上掲「平田国学の再検討（一）」p．112。
4　出典は，「タチワカレ…」は百人一首中，中納言行平の和歌。「ニホンメハ…」は尾張蕃重臣・横井某の
川柳というが，未詳。
5　フヴォストフ文書については次を参照せよ：高野明〈フヴォストフ文書考〉「早稲田大学図書館紀要」
　第6号，昭和39年12月。
6　他の資料も含めて泉石の資料については次を見よ：岩井憲幸く鷹見泉石旧蔵ロシア語関係資料若干につ
　いての覚書〉「泉石」第1号，古河博史博物館，1990年11月。
7　CeHqeHKo（op．　cit．），　cTp．11．による。このテクストはΦatiH6epr（op．　cit．）にも途中まで引用する。
CTP．101－102．このテクストは本来ロシアのアルヒーブによるべきであるが，今回不可能であった。古く
Bepxが自著に引用したもの（1826年）を郡山（op，　cit．）pp．336－337が紹介している。　CeHqeHKoと比べ，
　冒頭部分の有無文字の大小等々の違いがあるが，基本的に同一テクストである。CeHqeHKOのテクスト
　中私注は省く。qepe3はqpe3が正しいと考えうるがそのままとする。和訳の〈フヴァストフ…書簡。〉以
下は郡山の直訳を引用した。
8　天理大学附属図書館所蔵。なおこの書の同一異名本が古河歴史博物館と早稲田大学図書館に伝存する。
文化4年（1807）鷹見泉石写『魯西亜言語集』および勝俣鐙吉郎旧蔵『幸太夫魯西亜語覚書』（年紀未詳）
　である。参照：〈『魯西亜語類』本文露和索引〉「明治大学教養論集」通巻443号，2009年1月。
9　國學院大學図書館所蔵本による。写本，大本10冊。函架番号皿・329・10。
主たる参考文献　＊注に示したものは再掲しない。
L資料等
　1亀井高孝『北嵯聞略』昭和14年再版；杉本つとむ『北磋聞略　影印・解題・索引』早稲田大学出版部，
　　1993年。
　2　亀井高孝他『魯西亜文字集』吉川弘文館，昭和42年。
　3　河合忠信編校『魯西亜語類』昭和60年。
　4　斎藤阿具課註『ヅーフ日本回想録フィッセル参府紀行』駿南肚，昭和3年。
　5　杉本つとむ他解説『環海異聞　本文と研究』八坂書房，1986年。
　6　羽太庄左衛門正養『休明光記』（北方未公開古文書集成第四巻），叢文社，昭和53年。
　7　樋航一覧』第八，第九，國書刊行会，大正2年。
H．研究書等
　1　田保橋潔『増訂近代日本外國関係史』刀江書院昭和18年。
　2　郡山良光『幕末日露関係史研究』国書刊行会，昭和55年。
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3．日本ロシア文学会編『日本人とロシア語　ロシア語教育の歴史』ナウカ，2000年。
4．渡邊金造『平田篤胤研究』六甲書房，昭和17年。
5．田原嗣郎『平田篤胤』吉川弘文館，昭和38年。新装版　平成8年。
6．3．　fl．　¢atiH6epr，　PyccKo一朋oHcKHeαrHo田eHHH　B　1697－1875　nT．，　M．，1960．
7．H．　A．　CeHqeHKo，　Vaccne八〇BaTenH　CaxaJIHHa　H　Kypmi；C60pHHK　cTaTeM，10）KHo－CaxaJIMHcK，
　1961．
（いわい・のりゆき　文学部教授）
